
(57)【要約】

　　

【課題】　本発明の目的は、層間の整列の誤差を最少化

することができる薄膜トランジスタ表示板の製造方法を

を提供することにある。

【解決手段】　絶縁基板の上部にゲート電極を含むゲー

ト線を形成する。次に、ゲート絶縁膜、半導体層、及び

抵抗性接触層を順に形成した後、導電膜を積層しパター

ニングして、ソース電極を有するデータ線、ドレーン電

極、及び色フィルター用整列キーを形成する。次に、基

板の上部に顔料を含む色フィルター用感光膜を塗布し、

色フィルター用整列キーを基準として色フィルター用マ

スクを整列した後、色フィルター用感光膜を露光及び現

像して赤、緑、青の色フィルターを順に形成する。次に

、保護膜を積層しパターニングして、ドレーン電極を露

出する接触孔を形成した後、保護膜の上部にＩＺＯまた

はＩＴＯを積層してからパターニングしてドレーン電極

と連結される画素電極を形成する。

【選択図】　　　図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 上 に ゲ ー ト 電 極 を 有 す る ゲ ー ト 線 を 形 成 す る 段 階 、
　 前 記 基 板 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 積 層 す る 段 階 、
　 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 部 に 半 導 体 層 を 形 成 す る 段 階 、
　 前 記 半 導 体 層 上 部 に 抵 抗 性 接 触 層 を 形 成 す る 段 階 、
　 前 記 抵 抗 性 接 触 層 と 接 す る ソ ー ス 電 極 を 有 す る デ ー タ 線 及 び ド レ ー ン 電 極 を 形 成 す る 段
階 、
　 前 記 デ ー タ 線 と 同 一 の 層 で 色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 キ ー を 形 成 す る 段 階 、
　 前 記 基 板 上 部 に 色 フ ィ ル タ ー 用 感 光 膜 を 形 成 す る 段 階 、
　 前 記 整 列 キ ー を 基 準 と し て 色 フ ィ ル タ ー 用 マ ス ク ま た は 前 記 基 板 を 整 列 し 、 前 記 色 フ ィ
ル タ ー 用 感 光 膜 を 露 光 及 び 現 像 し て 色 フ ィ ル タ ー を 形 成 す る 段 階 、
　 前 記 ゲ ー ト 線 と 前 記 デ ー タ 線 と で 定 義 さ れ る 画 素 領 域 に 前 記 ド レ ー ン 電 極 と 連 結 さ れ る
画 素 電 極 を 形 成 す る 段 階 を 含 む 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 画 素 電 極 下 部 に 保 護 膜 を 形 成 す る 段 階 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 保 護 膜 は 露 出 さ れ た 前 記 半 導 体 層 を 覆 う 第 １ 保 護 膜 ま た は 前 記 色 フ ィ ル タ ー を 覆 う
第 ２ 保 護 膜 の う ち 少 な く と も 一 つ で 形 成 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示
板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 保 護 膜 は 窒 化 ケ イ 素 ま た は 酸 化 ケ イ 素 で 形 成 さ れ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 保 護 膜 は 有 機 絶 縁 物 質 で 形 成 さ れ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示
板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 色 フ ィ ル タ ー の 形 成 段 階 は 、 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー を 前 記 画 素 領 域 に 順 に 形 成
す る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 互 い に 隣 接 す る 前 記 画 素 領 域 の 前 記 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー の 周 縁 は 互 い に 重 畳 し て
形 成 さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 半 導 体 層 、 前 記 抵 抗 性 接 触 層 、 及 び 前 記 デ ー タ 線 と 前 記 ド レ ー ン 電 極 は 、 一 つ の 感
光 膜 パ タ ー ン を 利 用 し た 写 真 エ ッ チ ン グ 工 程 で 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ゲ ー ト 電 極 を 有 す る ゲ ー ト 線 、 半 導 体 層 、 ソ ー ス 電 極 を 有 す る デ ー タ 線 及 び ド レ ー ン 電
極 、 デ ー タ 線 と 同 一 の 層 か ら な る 整 列 キ ー 、 ド レ ー ン 電 極 と 連 結 さ れ る 画 素 電 極 を 含 む 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 形 成 す る 段 階 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 と 対 向 す る 対 向 表 示 板 を 形 成 す る 段 階 、
　 前 記 整 列 キ ー を 利 用 し て 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 と 前 記 対 向 表 示 板 を 整 列 す る 段 階
、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 と 前 記 対 向 表 示 板 を 結 合 す る 段 階 、 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の
製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 及 び 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に 関 し 、 さ
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ら に 詳 細 に は 、 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー を 含 む 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 及 び
液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 一 般 に 、 電 場 を 生 成 す る 電 極 を 有 し て い る 二 つ の 基 板 の 間 に 液 晶 物 質
を 注 入 し 、 二 つ の 電 極 に 互 い に 異 な る 電 位 を 印 加 す る こ と に よ っ て 電 界 を 形 成 し て 液 晶 分
子 の 配 列 を 変 更 さ せ 、 こ れ に よ っ て 光 の 透 過 率 を 調 節 し て 画 像 を 表 現 す る 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 は 、 画 素 電 極 と 赤 色 （ R） 、 緑 色 （ G） 、 青 色 （ B） の 色 フ ィ ル
タ ー が 形 成 さ れ て い る 複 数 の 画 素 を 有 し て お り 、 配 線 を 通 じ て 印 加 さ れ る 信 号 に よ っ て 各
画 素 が 駆 動 さ れ て 表 示 動 作 が 行 わ れ る 。 配 線 に は 走 査 信 号 を 伝 達 す る ゲ ー ト 線 （ ま た は 走
査 信 号 線 ） 、 画 像 信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 線 （ ま た は 画 像 信 号 線 ） が あ り 、 各 画 素 は 一 つ の
ゲ ー ト 線 及 び 一 つ の デ ー タ 線 と 連 結 さ れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ
を 通 じ て 画 素 に 形 成 さ れ て い る 画 素 電 極 に 伝 達 さ れ る 画 像 信 号 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 形 成 さ れ て い る 表 示 板 に は 、 ゲ ー ト 信 号 ま た は ス キ ャ ニ ン
グ 信 号 を 伝 達 す る ゲ ー ト 線 、 画 像 信 号 ま た は デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 線 、 画 像 信 号 が
送 ら れ る 画 素 電 極 及 び ゲ ー ト 信 号 を 通 じ て 各 画 素 の 画 素 電 極 に 伝 達 さ れ る 画 像 信 号 を 制 御
す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ な ど が 形 成 さ れ て お り 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 と 対 向 す る 対 向 表
示 板 に は 、 様 々 な 色 の 画 像 を 実 現 す る た め に そ れ ぞ れ の 画 素 に 配 置 さ れ て い る 赤 、 緑 、 青
の 色 フ ィ ル タ ー が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 に お い て 開 口 率 を 確 保 す る こ と は 重 要 な 課 題 と な っ て お り 、 二
つ の 表 示 板 の 整 列 誤 差 を 最 少 化 す る た め に 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー を 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
表 示 板 に 形 成 す る 技 術 が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 時 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 製 造 す る た め に は 、 薄 膜 を 形 成 す る 成 膜 工 程 、 所 望
の 形 状 の 薄 膜 を パ タ ー ニ ン グ す る た め の マ ス ク を 用 い た 写 真 エ ッ チ ン グ 工 程 な ど が 繰 返 し
実 施 さ れ る の が 一 般 的 な こ と で あ る が 、 写 真 エ ッ チ ン グ 工 程 に お い て 多 層 の 薄 膜 を 形 成 す
る と き に 層 間 に 整 列 の 誤 差 （ misalign） が 生 じ た と き に 表 示 特 性 が 低 下 す る 問 題 点 が 発 生
す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 が 目 的 と す る 技 術 的 課 題 は 層 間 の 整 列 の 誤 差 を 最 少 化 す る こ と が で き る 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 で は 、 デ ー タ 線 と 同 一 の 層 に
色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 （ align ley） キ ー を 形 成 し 、 こ れ を 利 用 し て マ ス ク を 整 列 し て 赤 、
緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 詳 細 に は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 で は 、 基 板
上 に ゲ ー ト 電 極 を 有 す る ゲ ー ト 線 を 形 成 し 、 ゲ ー ト 線 を 覆 う ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 形 成 す る 。 次
に 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 部 に 半 導 体 層 を 形 成 し 、 半 導 体 層 上 部 に 抵 抗 性 接 触 層 を 形 成 し 、 抵 抗
性 接 触 層 と 接 す る ソ ー ス 電 極 を 有 す る デ ー タ 線 及 び ド レ ー ン 電 極 を 形 成 す る 。 こ の 時 、 デ
ー タ 線 と 同 一 の 層 で 色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 キ ー を 形 成 す る 。 次 に 、 基 板 上 部 に 色 フ ィ ル タ ー
用 感 光 膜 を 形 成 し 、 整 列 キ ー を 基 準 と し て 色 フ ィ ル タ ー 用 マ ス ク を 整 列 し 、 色 フ ィ ル タ ー
用 感 光 膜 を 露 光 及 び 現 像 し て 色 フ ィ ル タ ー を 形 成 す る 。 次 に 、 ゲ ー ト 線 と デ ー タ 線 と で 定
義 さ れ る 画 素 領 域 に ド レ ー ン 電 極 と 連 結 さ れ る 画 素 電 極 を 形 成 す る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 画 素 電 極 下 部 に 保 護 膜 を 形 成 す る 段 階 を さ ら に 含 む こ と が で き る が 、 保 護 膜 は 露 出 さ れ
た 半 導 体 層 を 覆 う 第 １ 保 護 膜 ま た は 色 フ ィ ル タ ー を 覆 う 第 ２ 保 護 膜 の う ち 少 な く と も 一 つ
で 形 成 す る こ と が で き 、 第 １ 保 護 膜 は 窒 化 ケ イ 素 ま た は 酸 化 ケ イ 素 で 形 成 さ れ る の が 好 ま
し く 、 第 ２ 保 護 膜 は 有 機 絶 縁 物 質 で 形 成 さ れ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 色 フ ィ ル タ ー の 形 成 段 階 は 、 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー を 画 素 領 域 に 順 に 形 成 す る が 、
互 い に 隣 接 す る 画 素 領 域 の 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー の 周 縁 は 互 い に 重 畳 さ せ て 形 成 す る
の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 時 、 半 導 体 層 、 抵 抗 性 接 触 層 、 及 び デ ー タ 線 と ド レ ー ン 電 極 は 、 一 つ の 感 光 膜 パ タ
ー ン を 利 用 し た 写 真 エ ッ チ ン グ 工 程 で 形 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 製 造 方 法 で は 、 デ ー タ 線 と 同 一 の 層 で 色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 キ ー を 形 成 し 、
こ れ を 基 準 と し て 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー を 形 成 す る こ と に よ っ て 整 列 誤 差 を 最 少 化 す
る こ と が で き 、 こ れ に よ り デ ー タ 線 の 幅 を 最 適 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 に 対 し て 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お け る 通 常
の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 で き る よ う に 詳 細 に 説 明 す る 。 し か し 、 本 発 明 は 種 々 な 形
態 に 変 形 し て 実 現 す る こ と が で き 、 こ こ で 説 明 す る 実 施 例 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 面 は 、 各 種 の 層 及 び 領 域 を 明 確 に 表 現 す る た め に 、 厚 さ を 拡 大 し て 示 し て い る 。 明 細
書 全 体 を 通 じ て 類 似 し た 部 分 に つ い て は 同 一 な 図 面 符 号 を 付 け て い る 。 層 、 膜 、 領 域 、 板
な ど の 部 分 が 他 の 部 分 の “ 上 に ” あ る と す る 時 、 こ れ は 他 の 部 分 の “ す ぐ 上 に ” あ る 場 合
に 限 ら ず 、 そ の 中 間 に 更 に 他 の 部 分 が あ る 場 合 も 含 む 。 逆 に 、 あ る 部 分 が 他 の 部 分 の “ す
ぐ 上 に ” あ る と す る 時 、 こ れ は 中 間 に 他 の 部 分 が な い 場 合 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 に つ い て 図 面 を 参 照 し
て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 、 図 １ 乃 至 図 ３ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ 表 示 板 の 構 造 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 製 造 す る た め の
基 板 を 領 域 を 区 分 し て 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 し た よ う に 、 一 つ の 絶 縁 基 板 に 同 時 に い く つ か の 液 晶 表 示 装 置 用 表 示 板 領 域 が
形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 図 １ の よ う に 、 ガ ラ ス 基 板 １ 一 つ に ６ 個 の 液 晶 表 示 装 置 用 パ ネ ル 領
域 １ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ 、 ５ ０ 、 ６ ０ が 作 ら れ 、 作 ら れ た 表 示 板 が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表
示 板 の 場 合 、 パ ネ ル 領 域 １ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ 、 ５ ０ 、 ６ ０ は 複 数 の 画 素 か ら な る 画 面
表 示 部 １ １ 、 ２ １ 、 ３ １ 、 ４ １ 、 ５ １ 、 ６ １ と 周 辺 部 １ ２ 、 ２ ２ 、 ３ ２ 、 ４ ２ 、 ５ ２ 、 ６
２ を 含 む 。 画 面 表 示 部 １ １ 、 ２ １ 、 ３ １ 、 ４ １ 、 ５ １ 、 ６ １ に は 主 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
信 号 線 、 画 素 電 極 、 及 び 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー な ど が 行 列 状 に 繰 返 し 配 置 さ れ て お り
、 周 辺 部 １ ２ 、 ２ ２ 、 ３ ２ 、 ４ ２ 、 ５ ２ 、 ６ ２ に は 駆 動 素 子 等 と 連 結 さ れ て い る 要 素 、 つ
ま り 、 信 号 線 の 端 部 と そ の 他 の 画 素 電 極 と 対 向 す る 共 通 電 極 に 伝 達 さ れ る 共 通 信 号 を 外 部
か ら 受 け る た め の 共 通 信 号 線 な ど が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 と こ ろ が 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 多
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層 の 薄 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る た め に マ ス ク を 用 い た 数 回 の 写 真 エ ッ チ ン グ 工 程 で 形 成 さ れ
る 。 こ の 時 、 多 層 の 薄 膜 は 層 間 に 正 確 に 整 列 さ れ 形 成 さ れ る こ と が 要 求 さ れ て お り 、 層 間
整 列 を 正 確 に す る た め に は 不 透 明 膜 か ら な る 整 列 キ ー （ align key） が 必 要 で あ り 、 こ の
よ う な 整 列 キ ー は 基 板 １ の 郊 外 周 辺 部 ７ ０ に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 図 １ に お い て 一 つ の パ ネ ル 領 域 に 形 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表
示 板 の 配 置 を 概 略 的 に 示 し た 配 置 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ の よ う に 、 線 １ で 囲 ま れ た 画 面 表 示 部 に は 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） と 、
そ れ ぞ れ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） に 電 気 的 に 連 結 さ れ て い る 画 素 電 極 １ ９ ０ と 、 ゲ
ー ト 線 １ ２ １ 及 び デ ー タ 線 １ ７ １ を 含 む 信 号 線 な ど が 形 成 さ れ て い る 。 表 示 部 の 外 側 の 周
辺 部 に は 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ の 端 部 １ ２ ９ と デ ー タ 線 １ ７ １ の 端 部 １ ７ ９ が 配 置 さ れ て い る
。 ま た 、 線 ２ で 囲 ま れ た 周 辺 部 の 外 側 の 外 郭 部 に は 、 デ ー タ 線 １ ７ １ と 同 一 の 層 か ら な り
、 横 部 ７ ８ １ と 縦 部 ７ ８ ２ と か ら な る 整 列 キ ー １ ７ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 整 列 キ ー １ ７ ８ は 製 造 工 程 時 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 に 形 成 さ れ て い る 赤 、
緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー を 整 列 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 整 列 キ ー １ ７ ８ は 、 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 が 完 成 さ れ 、 パ ネ ル 領 域 １
０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ 、 ５ ０ 、 ６ ０ を 単 位 と し て 分 離 さ れ た 時 に は 残 ら な い こ と も あ る が
、 そ の 時 ま で は 残 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に お い て 、 整 列 キ ー １ ７ ８ は 完 成 し た 表 示 板 に は 残 ら な い た め 、 製 造 方
法 に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の 製 造 方 法 を 適 用 し て 完 成 し た 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
表 示 板 の 構 造 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 構 造 を 示 し た
配 置 図 で あ る 。 図 ４ は 図 ３ に 示 す 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の IV-IV´ 線 に よ る 断 面 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 絶 縁 基 板 １ １ ０ 上 に ゲ ー ト 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 １ ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。 ゲ
ー ト 線 １ ２ １ は 図 ３ 中 主 に 横 方 向 に の び て お り 、 各 ゲ ー ト 線 １ ２ １ の 一 部 は 複 数 の ゲ ー ト
電 極 １ ２ ４ を 形 成 す る 。 ま た 、 各 ゲ ー ト 線 の 他 の 一 部 は 下 方 向 に 突 出 し て 複 数 の 拡 張 部 （
expansion） １ ２ ７ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ゲ ー ト 線 １ ２ １ は 物 理 的 な 性 質 が 異 な る 二 つ の 膜 、 つ ま り 、 下 部 膜 ２ １ １ と そ の 上 の 上
部 膜 ２ １ ２ を 含 む 。 上 部 膜 ２ １ ２ は ゲ ー ト 信 号 の 遅 延 や 電 圧 降 下 を 減 ら す こ と が で き る よ
う に 低 い 比 抵 抗 （ resistivity） の 金 属 、 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） や ア ル ミ ニ ウ ム 合
金 な ど ア ル ミ ニ ウ ム 系 列 の 金 属 か ら な る 。 こ れ と は 異 な り 、 下 部 膜 ２ １ １ は 他 の 物 質 、 特
に 、 Ｉ Ｚ Ｏ （ indium zinc oxide） ま た は Ｉ Ｔ Ｏ （ indium tin oxide） と の 物 理 的 、 化 学
的 、 電 気 的 な 接 触 特 性 の 優 れ た 物 質 、 例 え ば 、 モ リ ブ デ ン （ Mo） 、 モ リ ブ デ ン 合 金 （ 例 ：
モ リ ブ デ ン -タ ン グ ス テ ン （ MoW） 合 金 ） 、 ク ロ ム （ Cr） な ど か ら な る 。 下 部 膜 ２ １ １ と 上
部 膜 ２ １ ２ と の 組 み 合 わ せ の 例 と し て は 、 ク ロ ム /ア ル ミ ニ ウ ム -ネ オ ジ ム （ Nd） 合 金 を 挙
げ ら れ る 。 図 ４ に 、 ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ の 下 部 膜 及 び 上 部 膜 は 各 々 図 面 符 号 ２ ４ １ 、 ２ ４ ２
で 、 拡 張 部 １ ２ ７ の 下 部 膜 及 び 上 部 膜 は 各 々 図 面 符 号 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ で 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １
の 端 部 １ ２ ９ の 下 部 膜 及 び 上 部 膜 は 各 々 図 面 符 号 ２ ９ １ 、 ２ ９ ２ で 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 下 部 膜 ２ １ １ 、 ２ ４ １ 、 ２ ７ １ 、 ２ ９ １ 及 び 上 部 膜 ２ １ ２ 、 ２ ４ ２ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ９ ２ の
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側 面 は 各 々 傾 斜 し て お り 、 そ の 傾 斜 角 は 基 板 １ １ ０ の 表 面 に 対 し 約 ３ ０ ° か ら ８ ０ ° で あ
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ゲ ー ト 線 １ ２ １ 上 に は 、 窒 化 ケ イ 素 （ SiNx） な ど か ら な る ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ が 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ 上 部 に は 、 水 素 化 非 晶 質 シ リ コ ン （ 非 晶 質 シ リ コ ン は a-Siと 略 称 す
る ） な ど か ら な る 複 数 の 線 状 半 導 体 １ ５ １ が 形 成 さ れ て い る 。 線 状 半 導 体 １ ５ １ は 主 に 縦
方 向 に の び て お り こ こ か ら 複 数 の 突 出 部 （ extension） １ ５ ４ が ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ に 向 か
っ て の び て い る 。 ま た 、 線 状 半 導 体 １ ５ １ は ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 交 差 す る 地 点 の 付 近 で 幅 が
広 く な り 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ の 広 い 面 積 を 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 半 導 体 １ ５ １ の 上 部 に は 、 シ リ サ イ ド （ silicide） ま た は n型 不 純 物 が 高 濃 度 に ド ー ピ
ン グ さ れ て い る n+水 素 化 非 晶 質 シ リ コ ン な ど の 物 質 か ら な る 複 数 の 線 状 及 び 島 型 抵 抗 性 接
触 部 材 （ ohmic contact） １ ６ １ 、 １ ６ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 線 状 接 触 部 材 １ ６ １ は 複 数
の 突 出 部 １ ６ ３ を 有 し て お り 、 こ の 突 出 部 １ ６ ３ と 島 状 接 触 部 材 １ ６ ５ は 対 と な っ て 半 導
体 １ ５ １ の 突 出 部 １ ５ ４ 上 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 半 導 体 １ ５ １ 及 び 抵 抗 性 接 触 部 材 １ ６ １ 、 １ ６ ３ 、 １ ６ ５ の 側 面 も ま た 傾 斜 し て お り 、
傾 斜 角 は ３ ０ ° か ら ８ ０ ° で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 抵 抗 接 触 部 材 １ ６ １ 、 １ ６ ５ 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ 上 に は 、 各 々 複 数 の デ ー タ 線 １ ７
１ と 複 数 の ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 及 び 複 数 の 維 持 蓄 電 器 用 導 電 体 １ ７ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 デ ー タ 線 １ ７ １ は 主 に 縦 方 向 に の び て ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 交 差 し 、 デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る
。 各 デ ー タ 線 １ ７ １ か ら ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ に 向 か っ て の び た 複 数 の 枝 が ソ ー ス 電 極 １ ７
３ を な す 。 一 対 の ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ と ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ は 互 い に 分 離 さ れ て お り 、 ゲ ー
ト 電 極 １ ２ ４ に 対 し て 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 。 ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ 、 ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ 、
及 び ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ は 、 半 導 体 １ ５ １ の 突 出 部 １ ５ ４ と 共 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ
Ｔ ） を な し て お り 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の チ ャ ン ネ ル は ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ と ド レ ー ン 電 極 １
７ ５ と の 間 の 突 出 部 １ ５ ４ に 形 成 さ れ て い る 。 維 持 蓄 電 器 用 導 電 体 １ ７ ７ は 、 ゲ ー ト 線 １
２ １ の 拡 張 部 １ ２ ７ と 重 な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 デ ー タ 線 １ ７ １ 、 ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 、 及 び 維 持 蓄 電 器 用 導 電 体 １ ７ ７ も ま た モ リ ブ デ
ン （ Mo） 、 モ リ ブ デ ン 合 金 、 ク ロ ム （ Cr） な ど の 下 部 膜 ７ １ １ 、 ７ ３ １ 、 ７ ５ １ 、 ７ ７ １
、 ７ ９ １ と 、 そ の 上 に 位 置 し た ア ル ミ ニ ウ ム 系 列 金 属 で あ る 上 部 膜 ７ １ ２ 、 ７ ３ ２ 、 ７ ５
２ 、 ７ ７ ２ 、 ７ ９ ２ と か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 デ ー タ 線 １ ７ １ 、 ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 、 及 び 維 持 蓄 電 器 用 導 電 体 １ ７ ７ も ゲ ー ト 線 １ ２
１ と 同 様 に 、 そ の 側 面 が 約 ３ ０ ° か ら ８ ０ ° そ れ ぞ れ 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 抵 抗 性 接 触 部 材 １ ６ １ 、 １ ６ ３ 、 １ ６ ５ は 、 そ の 下 部 の 半 導 体 １ ５ １ と そ の 上 部 の デ ー
タ 線 １ ７ １ 及 び ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ の 間 に だ け 存 在 し 接 触 抵 抗 を 低 く す る 役 割 を す る 。 線
状 半 導 体 １ ５ １ は 、 ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ と ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ と の 間 を は じ め と し て 、 デ ー
タ 線 １ ７ １ 及 び ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ に よ っ て 覆 わ れ ず 露 出 さ れ た 部 分 を 有 し て お り 、 ほ と
ん ど の 部 分 で は 線 状 半 導 体 １ ５ １ の 幅 が デ ー タ 線 １ ７ １ の 幅 よ り 小 さ い が 、 既 に 説 明 し た
よ う に 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と ぶ つ か る 部 分 で 幅 が 広 く な り 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と デ ー タ 線 １ ７
１ と の 間 の 絶 縁 を 強 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 デ ー タ 線 １ ７ １ 、 ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 、 及 び 維 持 蓄 電 器 用 導 電 体 １ ７ ７ と 、 露 出 さ れ た
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半 導 体 １ ５ １ 部 分 の 上 に は 、 窒 化 ケ イ 素 ま た は 酸 化 ケ イ 素 か ら な る 第 １ 保 護 膜 ８ ０ １ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 １ 保 護 膜 ８ ０ １ の 上 部 に は 、 ス ト ラ イ プ 形 状 を 有 し 、 ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 及 び 維 持 蓄
電 器 用 導 電 体 １ ７ ７ 上 部 に 開 口 部 を 有 す る 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、
２ ３ ０ Bが 順 に 配 列 さ れ て い る 。 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bの そ れ ぞ れ の 周
縁 は デ ー タ 線 １ ７ １ の 上 部 で 互 い に 重 な っ て い る が 、 周 縁 部 は 後 続 膜 の ス テ ッ プ カ バ レ ッ
ジ （ step coverage） 特 性 を 良 好 な も の に 誘 導 し た り 、 表 示 板 の 平 坦 化 を 図 る こ と に よ っ
て 、 液 晶 の 整 列 の 誤 差 を 防 止 で き る よ う に 他 の 部 分 よ り 薄 い 厚 さ や テ ー パ 構 造 で あ る こ と
が で き 、 互 い に 重 畳 す る 幅 が デ ー タ 線 １ ７ １ を 完 全 に 覆 う よ う に デ ー タ 線 １ ７ １ の 幅 よ り
広 く 形 成 さ れ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ で 、 隣 接 す る 色 フ ィ ル タ ー の 二 つ の 周 縁 部 が 重 畳 し て い る 部 分 に は 、 ２ 種 類 の 色 が
互 い に 重 畳 す る た め に ブ ラ ッ ク 状 態 と な り こ の 部 分 か ら 光 が 漏 れ る こ と を 適 切 に 遮 断 す る
こ と が で き て お り 、 光 遮 断 膜 と し て の 機 能 を す る と い っ た 長 所 が あ る 。 そ の 結 果 、 白 黒 対
比 比 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 で は 、 ゲ
ー ト 線 １ ２ １ 及 び デ ー タ 線 １ ７ １ と 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bの 重 畳 部 分
が 画 素 間 か ら 漏 れ る 光 を 遮 断 し て ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス の 機 能 を 代 替 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bが 形 成 さ れ て い る 第 １ 保 護 膜 ８ ０ １ の 上 部 に
は 、 平 坦 化 特 性 が 優 れ て 感 光 性 を 有 す る 有 機 物 質 、 プ ラ ズ マ 化 学 気 相 蒸 着 （ Ｐ Ｅ Ｃ Ｖ Ｄ ）
で 形 成 さ れ る a-Si:C:O、 a-Si:O:Fな ど の 低 誘 電 率 絶 縁 物 質 な ど か ら な る 第 ２ 保 護 膜 ８ ０ ２
が 形 成 さ れ て い る 。 有 機 絶 縁 膜 の 透 過 率 は 、 窒 化 シ リ コ ン 膜 よ り も 透 過 率 が 高 く 、 例 え ば
、 有 機 絶 縁 膜 の 厚 さ が １ ０ 倍 以 上 に な る 場 合 に お い て も 薄 い 厚 さ の 窒 化 シ リ コ ン 膜 と 同 一
の 程 度 の 高 い 透 過 率 を 現 す 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ 保 護 膜 及 び 第 ２ 保 護 膜 １ ８ ０ に は 、 ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 、 維 持 蓄 電 器 用 導 電 体 １ ７
７ 、 及 び デ ー タ 線 １ ７ １ の 端 部 １ ７ ９ を 各 々 露 出 す る 複 数 の 接 触 孔 １ ８ ５ 、 １ ８ ７ 、 １ ８
２ が 形 成 さ れ て お り 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ と 共 に ゲ ー ト 線 １ ２ １ の 端 部 １ ２ ９ を 露 出 す る
複 数 の 接 触 孔 １ ８ １ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 色 フ ィ ル タ ー （ R、 G、 B） も ド レ ー ン 電 極
１ ７ ５ 及 び 維 持 蓄 電 器 用 導 電 体 １ ７ ７ を 露 出 す る 開 口 部 を 有 し て い る が 、 図 示 さ れ て い る
よ う に 、 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bの 開 口 部 も 保 護 膜 １ ８ ０ の 接 触 孔 １ ８
５ 、 １ ８ ７ よ り 大 き い が 、 そ う で な い こ と も あ り 、 そ の と き に は 階 段 状 の 側 壁 で 形 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 示 さ れ て い る よ う に 、 接 触 孔 １ ８ １ 、 １ ８ ５ 、 １ ８ ７ 、 １ ８ ２ は 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ の
端 部 １ ２ ９ 、 ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 、 維 持 蓄 電 器 用 導 電 体 １ ７ ７ 、 及 び デ ー タ 線 １ ７ １ の 端
部 １ ７ ９ の 上 部 膜 ２ ９ ２ 、 ７ ５ ２ 、 ７ ７ ２ 、 ７ ９ ２ を 露 出 す る が 、 上 部 膜 ２ ９ ２ 、 ７ ５ ２
、 ７ ７ ２ 、 ７ ９ ２ が 除 去 さ れ て 下 部 膜 ２ ９ １ 、 ７ ５ １ 、 ７ ７ １ 、 ７ ９ １ を 露 出 す る こ と も
で き る 。 さ ら に 、 こ れ に 加 え て 接 触 孔 １ ８ １ 、 １ ８ ５ 、 １ ８ ７ 、 １ ８ ２ が 下 部 膜 ２ ９ １ 、
７ ５ １ 、 ７ ７ １ 、 ７ ９ １ の 周 縁 の 境 界 線 の 一 部 を 露 出 し た 状 態 に す る こ と も で き る 。 特 に
、 後 に 形 成 さ れ る Ｉ Ｔ Ｏ ま た は Ｉ Ｚ Ｏ の 導 電 膜 と の 接 触 特 性 を 確 保 す る た め に は 、 接 触 孔
１ ８ １ 、 １ ８ ５ 、 １ ８ ７ 、 １ ８ ３ か ら ア ル ミ ニ ウ ム 系 列 の 導 電 膜 を 除 去 す る こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 保 護 膜 １ ８ ０ 上 に は 、 Ｉ Ｚ Ｏ ま た は Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 複 数 の 画 素 電 極 １ ９ ０ 及 び 複 数 の 接
触 補 助 部 材 ８ １ 、 ８ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 画 素 電 極 １ ９ ０ は 接 触 孔 １ ８ ５ 、 １ ８ ７ を 通 じ て ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 及 び 維 持 蓄 電 器 用
導 電 体 １ ７ ７ と 各 々 物 理 的 ・ 電 気 的 に 連 結 さ れ て ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ か ら デ ー タ 電 圧 の 印
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加 を 受 け て 導 電 体 １ ７ ７ に デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ２ の よ う に 、 デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ た 画 素 電 極 １ ９ ０ は 、 共 通 電 圧 の 印 加 を 受 け た 対
向 表 示 板 ２ ０ ０ の 共 通 電 極 ２ ７ ０ と 共 に 電 場 を 生 成 す る こ と に よ っ て 二 つ の 表 示 板 １ ０ ０
、 ２ ０ ０ 間 の 液 晶 層 ３ ０ ０ の 液 晶 分 子 を 再 配 列 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 前 述 し た よ う に 、 画 素 電 極 １ ９ ０ 及 び 共 通 電 極 ２ ７ ０ は 、 蓄 電 器 （ 以 下 、 “ 液 晶
蓄 電 器 ” と い う ） を 形 成 し て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が タ ー ン オ フ さ れ た 後 で も 印 加 さ れ た 電 圧
を 維 持 す る が 、 電 圧 維 持 能 力 を 強 化 す る た め に 液 晶 蓄 電 器 と 並 列 に 連 結 さ れ た 他 の 蓄 電 器
を 設 け る 。 こ れ を 維 持 蓄 電 器 と い う 。 維 持 蓄 電 器 は 画 素 電 極 １ ９ ０ 及 び こ れ と 隣 接 す る ゲ
ー ト 線 １ ２ １ （ こ れ を 前 段 ゲ ー ト 線 と い う ） の 重 畳 な ど か ら 作 ら れ 、 維 持 蓄 電 器 の 静 電 容
量 、 す な わ ち 、 保 持 容 量 を 増 や す た め に ゲ ー ト 線 １ ２ １ を 拡 張 し た 拡 張 部 １ ２ ７ を 設 け て
重 畳 面 積 を 拡 大 す る 一 方 、 画 素 電 極 １ ９ ０ と 連 結 さ れ 拡 張 部 １ ２ ７ と 重 な っ て い る 維 持 蓄
電 器 用 導 電 体 １ ７ ７ を 保 護 膜 １ ８ ０ 下 に 設 け て 二 つ 間 の 距 離 を 短 く す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 画 素 電 極 １ ９ ０ は ま た 隣 接 す る ゲ ー ト 線 １ ２ １ 及 び デ ー タ 線 １ ７ １ と 重 な っ て 開 口 率 を
向 上 さ せ て い る が 、 重 な ら な い こ と も あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 接 触 補 助 部 材 ８ １ 、 ８ ２ は 、 接 触 孔 １ ８ １ 、 １ ８ ２ を 通 じ て ゲ ー ト 線 の 端 部 １ ２ ９ 及 び
デ ー タ 線 の 端 部 １ ７ ９ と 各 々 連 結 さ れ て い る 。 接 触 補 助 部 材 ８ １ 、 ８ ２ は 、 ゲ ー ト 線 １ ２
１ 及 び デ ー タ 線 １ ７ １ の 各 端 部 １ ２ ９ 、 １ ７ ９ と 外 部 装 置 と の 接 着 性 を 補 完 し 、 こ れ ら を
保 護 す る 役 割 を す る も の で あ り 、 こ れ ら の 適 用 は 必 須 で は な く 選 択 的 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ れ ば 、 画 素 電 極 １ ９ ０ の 材 料 と し て 透 明 な 導 電 性 ポ リ マ ー （ po
lymer） な ど を 使 用 し て お り 、 反 射 型 （ reflective） 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 に は 不 透 明 な 反
射 性 金 属 を 使 用 し て も 構 わ な い 。 こ の 時 、 接 触 補 助 部 材 ８ １ 、 ８ ２ は 画 素 電 極 １ ９ ０ と 異
な る 物 質 、 特 に Ｉ Ｚ Ｏ ま た は Ｉ Ｔ Ｏ で 作 ら れ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 以 下 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 本 発 明 の 実 施 例
に よ っ て 製 造 す る 方 法 に つ い て 、 図 ５ a乃 至 図 ８ b及 び 図 ３ 、 図 ４ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ５ a、 図 ６ a、 図 ７ a、 図 ９ a、 及 び 図 １ ０ aは 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 し た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ 表 示 板 を 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ っ て 製 造 す る 方 法 の 中 間 段 階 に お け る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
表 示 板 の 配 置 図 で あ り 、 そ の 順 序 を 示 し た も の で あ る 。 図 ５ b、 図 ６ b、 図 ７ b、 図 ９ b、 及
び 図 １ ０ aは 、 各 々 図 ５ a、 図 ６ a、 図 ７ a、 図 ９ a、 及 び 図 １ ０ aに 示 し た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
表 示 板 の VＢ -VＢ ´ 線 、 VIＢ -VIＢ ´ 線 、 VIIＢ -VIIＢ ´ 線 、 IXＢ -IXＢ ´ 線 及 び XＢ -XＢ ´
線 に よ る 断 面 図 で あ る 。 図 ８ は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法
に お い て 、 色 フ ィ ル タ ー 形 成 時 に 基 板 の 色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 キ ー と 色 フ ィ ル タ ー 用 マ ス ク
の 整 列 キ ー の 整 列 配 置 を 示 し た 配 置 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま ず 、 透 明 な ガ ラ ス な ど で 作 ら れ た 絶 縁 基 板 １ １ ０ 上 に 二 つ の 層 の 金 属 膜 、 つ ま り 、 下
部 金 属 膜 及 び 上 部 金 属 膜 を ス パ ッ タ リ ン グ な ど の 方 法 で 順 に 積 層 す る 。 下 部 金 属 膜 は Ｉ Ｚ
Ｏ ま た は Ｉ Ｔ Ｏ と の 接 触 特 性 の 優 れ た 金 属 、 例 え ば 、 モ リ ブ デ ン 、 モ リ ブ デ ン 合 金 、 ま た
は ク ロ ム な ど か ら な り 、 ５ ０ ０ Å 程 度 の 厚 さ を 有 す る の が 好 ま し い 。 上 部 金 属 膜 は ア ル ミ
ニ ウ ム 系 列 金 属 か ら な り 、 ２ ， ５ ０ ０ Å 程 度 の 厚 さ を 有 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 図 ５ a及 び 図 ５ bに 示 し た よ う に 、 感 光 膜 パ タ ー ン を 利 用 し た 写 真 エ ッ チ ン グ 工 程
で 上 部 金 属 膜 及 び 下 部 金 属 膜 を 順 に パ タ ー ニ ン グ し て 、 複 数 の ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ と 複 数 の
拡 張 部 １ ２ ７ を 含 む ゲ ー ト 線 １ ２ １ を 形 成 す る 。
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【 ０ ０ ５ ７ 】
　 写 真 エ ッ チ ン グ 工 程 に お い て 上 部 膜 ２ １ ２ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ４ ２ 及 び 下 部 膜 ２ １ １ 、 ２ ４ １
、 ２ ７ １ の パ タ ー ニ ン グ は 、 互 い に 異 な る エ ッ チ ン グ 条 件 で 行 わ れ る こ と も で き る 。 例 え
ば 、 こ れ ら が ア ル ミ ニ ウ ム 系 列 及 び モ リ ブ デ ン 系 列 の 場 合 に は 、 こ れ ら に 対 し 全 て 側 面 傾
斜 を 与 え な が ら エ ッ チ ン グ す る こ と が で き る よ う な ア ル ミ ニ ウ ム エ ッ チ ン グ 液 と し て 、 CH

3 COOH（ ８ -１ ５ ％ ） /HNO 3 （ ５ -８ ％ ） /H 3 PO 4 （ ５ ０ -６ ０ ％ ） /H 2 O（ そ の 他 ） を 使 用 し た
湿 式 エ ッ チ ン グ で 進 め る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ６ a及 び 図 ６ bに 示 し た よ う に 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ 、 真 性 非 晶 質 シ リ コ ン 層 （ intrin
sic amorphous silicon） 、 不 純 物 非 晶 質 シ リ コ ン 層 （ extrinsic amorphous silicon） の
３ 層 膜 を 連 続 積 層 し 、 不 純 物 非 晶 質 シ リ コ ン 層 及 び 真 性 非 晶 質 シ リ コ ン 層 を 写 真 エ ッ チ ン
グ し て 、 複 数 の 線 状 不 純 物 半 導 体 １ ６ １ 、 １ ６ ４ と 複 数 の 突 出 部 １ ５ ４ を 各 々 含 む 線 状 真
性 半 導 体 １ ５ １ 、 １ ５ ４ を 形 成 す る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ の 材 料 と し て は 窒 化 ケ イ 素 が 好
ま し く 、 積 層 温 度 は ２ ５ ０ ～ ５ ０ ０ ℃ 、 厚 さ は ２ ， ０ ０ ０ ～ ５ ， ０ ０ ０ Å 程 度 で あ る の が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 、 図 ７ a及 び 図 ７ bに 示 し た よ う に 、 二 つ の 層 の 金 属 膜 、 つ ま り 、 下 部 金 属 膜 及 び 上
部 金 属 膜 を ス パ ッ タ リ ン グ な ど で 順 に 積 層 す る 。 下 部 金 属 膜 は 、 Ｉ Ｚ Ｏ ま た は Ｉ Ｔ Ｏ と の
接 触 特 性 が 優 れ た 金 属 、 例 え ば 、 モ リ ブ デ ン 、 モ リ ブ デ ン 合 金 、 ま た は ク ロ ム な ど か ら な
り 、 ５ ０ ０ Å 程 度 の 厚 さ を 有 す る の が 好 ま し い 。 上 部 金 属 膜 は ア ル ミ ニ ウ ム 系 列 金 属 か ら
な っ て お り 、 ２ ， ５ ０ ０ Å 程 度 の 厚 さ を 有 す る の が 好 ま し い 。 感 光 膜 パ タ ー ン を 利 用 し た
写 真 エ ッ チ ン グ 工 程 で 上 部 金 属 膜 及 び 下 部 金 属 膜 を 順 に パ タ ー ニ ン グ し て 、 複 数 の ソ ー ス
電 極 １ ７ ３ を 有 す る 複 数 の デ ー タ 線 １ ７ １ 、 複 数 の ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 、 及 び 複 数 の 維 持
蓄 電 器 用 導 電 体 １ ７ ７ を 形 成 す る 。 こ の 時 、 後 に 色 フ ィ ル タ ー を 形 成 す る 時 に 使 用 す る た
め の 色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 キ ー １ ７ ８ （ 図 ２ 参 照 ） を 共 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 デ ー タ 線 １ ７ １ 及 び ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 上 部 の 感 光 膜 を 除 去 し た り あ る い は そ の
ま ま に し た 状 態 で 、 デ ー タ 線 １ ７ １ 、 ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 、 及 び 維 持 蓄 電 器 用 導 電 体 １ ７
７ に よ っ て 覆 わ れ ず 露 出 さ れ た 不 純 物 半 導 体 １ ６ ４ 部 分 を 除 去 す る こ と に よ っ て 、 複 数 の
突 出 部 １ ６ ３ を 各 々 含 む 複 数 の 線 状 抵 抗 性 接 触 部 材 １ ６ １ 及 び 複 数 の 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材
１ ６ ５ を 完 成 す る 一 方 、 そ の 下 の 真 性 半 導 体 １ ５ １ 部 分 を 露 出 さ せ る 。 次 に 、 真 性 半 導 体
１ ５ １ 部 分 の 表 面 を 安 定 化 す る た め に 酸 素 プ ラ ズ マ を 引 続 き 実 施 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 次 に 、 図 ９ a及 び 図 ９ bに 示 し た よ う に 、 絶 縁 基 板 １ １ ０ の 上 部 に 窒 化 ケ イ 素 を 積 層 し て
第 １ 保 護 膜 ８ ０ １ を 形 成 し た 後 、 そ の 上 部 に 陰 性 の 赤 色 、 緑 色 、 青 色 の 顔 料 の う ち 一 つ を
含 む 色 フ ィ ル タ ー 用 感 光 膜 を 塗 布 す る 。 こ の 時 、 感 光 膜 は 光 重 合 開 始 剤 、 単 量 体 （ monome
r） 、 結 着 剤 （ binder） な ど を 含 む 光 重 合 型 感 光 性 組 成 物 と 、 赤 色 、 緑 色 、 青 色 の 顔 料 の
う ち 一 つ を 含 む 非 水 系 分 散 液 を 塗 布 し て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 に 、 図 ８ の よ う に 、 基 板 １ １ ０ の 色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 キ ー １ ７ ８ 及 び マ ス ク の 整 列 キ
ー ５ ５ を 利 用 し て マ ス ク を 整 列 し た 後 、 マ ス ク を 利 用 し て 色 フ ィ ル タ ー 用 感 光 膜 を 露 光 後
現 像 し 、 次 い で 、 そ の 他 の 二 つ の 顔 料 を 含 む 色 フ ィ ル タ ー 用 感 光 膜 に 対 し て も 順 に 塗 布 し
露 光 後 現 像 し て 、 図 ９ a及 び 図 ９ bの よ う に 、 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G
、 ２ ３ ０ Bを 順 に 形 成 す る 。 こ の 時 、 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３
０ Bは 、 ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 及 び 維 持 蓄 電 器 用 導 電 体 １ ７ ７ を 露 出 す る 開 口 部 を 有 し て い
る が 、 そ う で な い と き に は 後 の 工 程 で パ タ ー ニ ン グ す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ８ に は 整 列 キ ー １ ７ ８ 、 ５ ５ の 一 つ の 例 の み を 示 し て い る が 、 こ の よ う な 整 列 キ ー １
７ ８ 、 ５ ５ は 、 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bに 対 し 各 々 配 置 す
る こ と も 、 種 々 な 形 態 を 有 す る こ と も で き る 。 こ こ で 、 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０
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R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bの 周 縁 部 は デ ー タ 線 １ ７ １ の 上 部 で 互 い に 重 な る よ う に 形 成 す る 。
こ の 時 、 本 発 明 に よ る 実 施 例 の よ う に 、 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２
３ ０ Bの す ぐ 下 の 薄 膜 の デ ー タ 線 １ ７ １ と 同 一 層 で 色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 キ ー １ ７ ８ を 形 成
す る 。 そ し て 、 こ れ を 基 準 と し て 色 フ ィ ル タ ー 用 マ ス ク を 整 列 し て 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル
タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bを 形 成 す る こ と に よ っ て 整 列 誤 差 を 最 少 に 抑 え る こ と が
で き 、 こ れ に よ っ て デ ー タ 線 １ ７ １ の 幅 を 最 少 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 、 図 １ ０ a及 び 図 １ ０ bの よ う に 、 第 ２ 保 護 膜 ８ ０ ２ を 積 層 し 、 写 真 エ ッ チ ン グ 工 程
で 第 １ 保 護 膜 ８ ０ １ 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ と 共 に 乾 式 エ ッ チ ン グ 工 程 で パ タ ー ニ ン グ し
て 複 数 の 接 触 孔 １ ８ １ 、 １ ８ ５ 、 １ ８ ７ 、 １ ８ ２ を 形 成 す る 。 接 触 孔 １ ８ ２ 、 １ ８ ５ 、 １
８ ７ 、 １ ８ １ は 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ の 端 部 １ ２ ９ 、 ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 、 維 持 蓄 電 器 用 導 電
体 １ ７ ７ 及 び デ ー タ 線 １ ７ １ の 端 部 １ ７ ９ を 露 出 す る 。 こ の 時 、 接 触 孔 １ ８ １ 、 １ ８ ２ 、
１ ８ ５ 、 １ ８ ７ を 通 じ て 露 出 さ れ た 上 部 膜 ２ ９ ２ 、 ７ ５ ２ 、 ７ ７ ２ 、 ７ ９ ２ を 除 去 す る 工
程 を 追 加 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 し た よ う に 、 Ｉ Ｚ Ｏ ま た は Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を ス パ ッ タ リ ン グ で 積 層 し
写 真 エ ッ チ ン グ し て 複 数 の 画 素 電 極 １ ９ ０ 及 び 複 数 の 接 触 補 助 部 材 ８ １ 、 ８ ２ を 形 成 す る
。 こ の 時 、 Ｉ Ｚ Ｏ ま た は Ｉ Ｔ Ｏ の ス パ ッ タ リ ン グ 温 度 は ２ ５ ０ ℃ 以 下 で あ る こ と が 接 触 抵
抗 を 最 少 化 す る た め に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の 後 、 絶 縁 基 板 １ １ ０ の 上 部 に 黒 色 顔 料 を 含 む 有 機 物 質 を 積 層 し パ タ ー ニ ン グ し て 、
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 上 部 に 基 板 間 隔 材 （ spacer） を 形 成 す る 工 程 を 追 加 す る こ と が で き 、
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 完 成 し た 後 に 色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 キ ー １ ７ ８ は 除 去 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 一 方 、 こ の よ う な 色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 キ ー １ ７ ８ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 と こ れ と
対 向 す る 対 向 表 示 板 を 整 列 す る と き に 使 用 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 液 晶 表 示 装 置 を 完
成 す る た め に は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 と 対 向 表 示 板 を 整 列 し て 結 合 し た 後 こ れ ら の 間
に 液 晶 層 を 形 成 す る が 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 と 対 向 表 示 板 を 整 列 す る た め に は 、 そ れ
ぞ れ の 表 示 板 に 形 成 さ れ て い る 整 列 キ ー を 利 用 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 時 、 色 フ ィ ル タ
ー 用 整 列 キ ー １ ７ ８ と 対 向 表 示 板 に 形 成 さ れ て い る 整 列 キ ー と を 整 列 し て 二 つ の 表 示 板 を
整 列 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 前 記 で は 、 半 導 体 層 と デ ー タ 線 を 互 い に 異 な る マ ス ク を 用 い た 写 真 エ ッ チ ン グ 工
程 で 形 成 す る 製 造 方 法 に 本 発 明 の 実 施 例 を 適 用 し て 説 明 し た が 、 本 発 明 に よ る 他 の 製 造 方
法 は 、 製 造 コ ス ト を 最 少 化 す る た め に 、 半 導 体 層 と デ ー タ 線 を 一 つ の 感 光 膜 パ タ ー ン を 利
用 し た 写 真 エ ッ チ ン グ 工 程 で 形 成 す る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法
に も 同 様 に 適 用 す る こ と が で き る 。 こ れ に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま ず 、 図 １ １ 乃 至 図 １ ３ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 単 位 画 素 構 造 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ １ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で
あ る 。 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ は 各 々 図 １ １ に 示 し た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の XII-XII´ 線 及
び XIII-XIII´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ １ 乃 至 図 １ ３ の よ う に 、 本 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の
層 状 構 造 は 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 層 状 構 造 と
ほ と ん ど 同 じ で あ る 。 つ ま り 、 基 板 １ １ ０ 上 に 、 複 数 の ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ を 含 む 複 数 の ゲ
ー ト 線 １ ２ １ が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ 、 複 数 の 突 出 部 １ ５ ４ を 含
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む 複 数 の 線 状 半 導 体 １ ５ １ 、 複 数 の 突 出 部 １ ６ ３ を 各 々 含 む 複 数 の 線 状 抵 抗 性 接 触 部 材 １
６ １ 、 及 び 複 数 の 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 １ ６ ５ が 順 に 形 成 さ れ て い る 。 抵 抗 性 接 触 部 材 １ ６
１ 、 １ ６ ５ 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ の 上 に は 、 複 数 の ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ を 含 む 複 数 の デ ー
タ 線 １ ７ １ 、 複 数 の ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 、 複 数 の 維 持 蓄 電 器 用 導 電 体 １ ７ ７ が 形 成 さ れ て
お り 、 そ の 上 に 保 護 膜 １ ８ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 保 護 膜 １ ８ ０ 及 び /ま た は ゲ ー ト 絶 縁 膜
１ ４ ０ に は 複 数 の 接 触 孔 １ ８ ２ 、 １ ８ ５ 、 １ ８ ７ 、 １ ８ １ が 形 成 さ れ て お り 、 保 護 膜 １ ８
０ 上 に は 複 数 の 画 素 電 極 １ ９ ０ 及 び 複 数 の 接 触 補 助 部 材 ８ １ 、 ８ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 し か し 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 し た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 と は 異 な り 、 本 実 施 例 に よ る 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 は 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ に 拡 張 部 を 設 け る 代 わ り に ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 同
一 の 層 に ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 電 気 的 に 分 離 さ れ た 複 数 の 維 持 電 極 線 １ ３ １ を 設 け て ド レ ー ン
電 極 １ ７ ５ と 重 畳 さ せ て 維 持 蓄 電 器 を 形 成 す る 。 維 持 電 極 線 １ ３ １ は 共 通 電 圧 な ど の 予 め
決 め ら れ た 電 圧 の 印 加 を 外 部 か ら 受 け 、 画 素 電 極 １ ９ ０ と ゲ ー ト 線 １ ２ １ と の 重 畳 で 発 生
す る 保 持 容 量 が 十 分 な 場 合 に は 、 維 持 電 極 線 １ ３ １ は 省 略 す る こ と も 、 画 素 の 開 口 率 を 極
大 化 す る た め に 画 素 領 域 の 周 縁 に 配 置 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 半 導 体 １ ５ １ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 位 置 す る 突 出 部 １ ５ ４ を 除 け ば 、 デ ー タ 線 １ ７ １
、 ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 、 及 び そ の 下 部 の 抵 抗 性 接 触 部 材 １ ６ １ 、 １ ６ ５ と 実 質 的 に 同 一 の
平 面 形 状 を 有 し て い る 。 具 体 的 に は 、 線 状 半 導 体 １ ５ １ は デ ー タ 線 １ ７ １ 及 び ド レ ー ン 電
極 １ ７ ５ と そ の 下 部 の 抵 抗 性 接 触 部 材 １ ６ １ 、 １ ６ ５ の 下 に 存 在 す る 部 分 の ほ か に も 、 ソ
ー ス 電 極 １ ７ ３ と ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ と の 間 に こ れ ら に よ っ て 覆 わ れ ず 露 出 さ れ た 部 分 を
有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 デ ー タ 線 １ ７ １ 及 び ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ は 、 ク ロ ム （ Cr） 、 モ リ ブ デ ン （ Mo） 、
モ リ ブ デ ン 合 金 （ 例 :モ リ ブ デ ン -タ ン グ ス テ ン （ MoW） 合 金 ） か ら な る 下 部 膜 ７ １ １ 、 ７
５ １ 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 （ 例 :ア ル ミ ニ ウ ム -ネ オ ジ ム （ Nd） ） か ら な
る 上 部 膜 ７ １ ２ 、 ７ ５ ２ を 含 む 。 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ で 、 ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ 及 び デ ー タ 線 の
端 部 １ ７ ９ の 下 部 膜 と 上 部 膜 は 、 各 々 図 面 符 号 ７ ３ １ 、 ７ ３ ２ 、 ７ ９ １ 、 ７ ９ ２ で 表 示 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 以 下 、 図 １ １ 乃 至 図 １ ３ の 構 造 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 本 発
明 の 一 実 施 例 に 基 づ い て 製 造 す る 方 法 に つ い て 、 図 １ ４ a乃 至 図 ２ ０ c、 及 び 図 １ １ 乃 至 図
１ ３ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 １ ４ aは 図 １ １ 乃 至 図 １ ３ に 示 す 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 本 発 明 の 一 実 施 例 に 基 づ
い て 製 造 す る 方 法 の 第 １ 段 階 に お け る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で あ る 。 図 １ ４ b
及 び １ ４ cは 各 々 図 １ ４ aの 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の XIVＢ -XIVＢ ´ 線 及 び XIVＣ -XIVＣ ´
線 に よ る 断 面 図 で あ る 。 図 １ ５ a及 び １ ５ bは 各 々 図 １ ４ aの 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の XIV
Ｂ -XIVＢ ´ 線 及 び XIVＣ -XIVＣ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 １ ４ b及 び 図 １ ４ cに 続 く 工 程
を 示 す 。 図 １ ６ aは 図 １ ５ a及 び １ ５ bに 続 く 工 程 に お け る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置
図 で あ る 。 図 １ ６ b及 び １ ６ cは 各 々 図 １ ６ aに 示 す 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の XVIＢ -XVIＢ
´ 線 及 び XVIＣ -XVIＣ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。 図 １ ７ a、 １ ８ a、 １ ９ a及 び 図 １ ７ b、 １
８ b、 １ ９ bは 各 々 図 １ ６ aに 示 す 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の XVIＢ -XVIＢ ´ 線 及 び XVIＣ -XV
IＣ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 １ ６ b及 び 図 １ ６ cに 続 く 工 程 を 工 程 順 で 示 し た も の で あ
る 。 図 ２ ０ aは 図 １ ９ a及 び 図 １ ９ bに 続 く 工 程 に お け る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図
で あ る 。 図 ２ ０ b及 び 図 ２ ０ cは 各 々 図 ２ ０ aに 示 す 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の XXＢ -XXＢ ´
線 及 び XXＣ -XXＣ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。 図 ２ １ aは 図 ２ ０ a乃 至 図 ２ ０ cに 続 く 工 程 に お
け る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で あ る 。 図 ２ １ b及 び 図 ２ １ cは 各 々 図 ２ １ aに 示 す
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の XXIＢ -XXIＢ ´ 線 及 び XXIＣ -XXIＣ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
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　 ま ず 、 図 １ ４ a乃 至 図 １ ４ cに 示 し た よ う に 、 絶 縁 基 板 １ １ ０ 上 に 写 真 エ ッ チ ン グ 工 程 で
複 数 の ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ を 各 々 含 む 複 数 の ゲ ー ト 線 １ ２ １ 及 び 複 数 の 維 持 電 極 線 １ ３ １ を
形 成 す る 。 ゲ ー ト 線 １ ２ １ 及 び 維 持 電 極 線 １ ３ １ は 、 第 １ 実 施 例 の よ う に 、 各 々 下 部 膜 ２
１ １ 、 ２ ４ １ 、 ２ ９ １ 、 ３ １ １ と 上 部 膜 ２ １ ２ 、 ２ ４ ２ 、 ２ ９ ２ 、 ３ １ ２ を 有 し て い る が
、 単 一 膜 で 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 １ ５ a及 び 図 １ ５ bに 示 し た よ う に 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ 、 真 性 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ５
０ 、 不 純 物 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ６ ０ を 化 学 気 相 蒸 着 法 を 利 用 し て 各 々 約 １ ， ５ ０ ０ Å 乃 至
約 ５ ， ０ ０ ０ Å 、 約 ５ ０ ０ Å 乃 至 約 ２ ， ０ ０ ０ Å 、 約 ３ ０ ０ Å 乃 至 約 ６ ０ ０ Å の 厚 さ で 連
続 蒸 着 す る 。 次 に 、 下 部 膜 ７ ０ １ 及 び 上 部 膜 ７ ０ ２ を ス パ ッ タ リ ン グ な ど の 方 法 で 連 続 積
層 し て 導 電 体 層 １ ７ ０ を 形 成 し た 後 、 そ の 上 に 感 光 膜 ５ ０ を １ μ m乃 至 ２ μ mの 厚 さ で 塗 布
す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 そ の 後 、 光 マ ス ク （ 図 示 せ ず ） を 通 じ て 感 光 膜 ５ ０ に 光 を 照 射 し た 後 現 像 す る 。 現 象 さ
れ た 感 光 膜 の 厚 さ は 位 置 に よ っ て 異 な る が 、 図 １ ６ b及 び 図 １ ６ cの よ う に 、 感 光 膜 は 厚 さ
が 次 第 に 薄 く な る 第 １ 部 分 乃 至 第 ３ 部 分 か ら な っ て い る 。 領 域 （ A） （ 以 下 、 配 線 領 域 と
い う ） に 位 置 し た 第 １ 部 分 及 び 領 域 （ C） （ 以 下 、 チ ャ ン ネ ル 領 域 と い う ） に 位 置 し た 第
２ 部 分 は 、 各 々 図 面 符 号 ５ ２ 、 ５ ４ を 付 し 、 領 域 （ B） （ 以 下 、 そ の 他 の 領 域 と い う ） に
位 置 し た 第 ３ 部 分 に 対 す る 図 面 符 号 は 付 し て い な い が 、 こ れ は 第 ３ 部 分 が ０ の 厚 さ で あ り
下 の 導 電 体 層 １ ７ ０ が 露 出 さ れ て い る た め で あ る 。 第 １ 部 分 ５ ２ と 第 ２ 部 分 ５ ４ の 厚 さ と
の 比 は 後 続 工 程 に お け る 工 程 条 件 に よ っ て 異 な ら せ る が 、 第 ２ 部 分 ５ ４ の 厚 さ を 第 １ 部 分
５ ２ の 厚 さ の １ /２ 以 下 と す る の が 好 ま し い 。 例 え ば 、 ４ ， ０ ０ ０ Å 以 下 で あ る の が 良 い
。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の よ う に 、 位 置 に よ っ て 感 光 膜 の 厚 さ を 異 な ら せ る に は 種 々 な 方 法 が あ り 、 露 光 マ ス
ク に 透 明 領 域 （ transparent area） と 遮 光 領 域 （ light blocking area） の み だ け で な く
、 半 透 明 領 域 （ translucent area） を 設 け る の が そ の 例 で あ る 。 半 透 明 領 域 に は ス リ ッ ト
（ slit） パ タ ー ン 、 格 子 パ タ ー ン （ lattice pattern） 、 ま た は 透 過 率 が 中 間 で あ る か あ
る い は 厚 さ が 中 間 で あ る 薄 膜 が 備 え ら れ る 。 ス リ ッ ト パ タ ー ン を 使 用 す る 時 に は 、 ス リ ッ
ト の 幅 や ス リ ッ ト 間 の 間 隔 が 写 真 工 程 に 使 用 さ れ る 露 光 器 の 分 解 能 （ resolution） よ り 小
さ い の が 好 ま し い 。 他 の 例 と し て は 、 リ フ ロ ー の 可 能 な 感 光 膜 を 用 い る 方 法 で あ る 。 つ ま
り 、 透 明 領 域 と 遮 光 領 域 だ け を も つ 通 常 の マ ス ク に て リ フ ロ ー 可 能 な 感 光 膜 パ タ ー ン を 形
成 し た 後 リ フ ロ ー さ せ て 、 感 光 膜 が 残 留 し な い 領 域 に 流 す こ と に よ っ て 薄 い 部 分 を 形 成 す
る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 適 切 な 工 程 条 件 を 与 え れ ば 、 感 光 膜 ５ ２ 、 ５ ４ 厚 さ の 差 の た め に 、 下 部 層 を 選 択 的 に エ
ッ チ ン グ す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 一 連 の エ ッ チ ン グ 段 階 を 経 て 図 １ ６ aに 示 し た
よ う な 複 数 の ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ を 各 々 含 む 複 数 の デ ー タ 線 １ ７ １ 、 複 数 の ド レ ー ン 電 極 １
７ ５ を 形 成 し 、 複 数 の 突 出 部 １ ６ ３ を 各 々 含 む 複 数 の 線 状 抵 抗 性 接 触 部 材 １ ６ １ 及 び 複 数
の 島 状 型 抵 抗 性 接 触 部 材 １ ６ ５ 、 そ し て 複 数 の 突 出 部 １ ５ ４ を 含 む 複 数 の 線 状 半 導 体 １ ５
１ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 説 明 の 便 宜 上 、 配 線 領 域 （ A） に 位 置 し た 導 電 体 層 １ ７ ０ 、 不 純 物 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １
６ ０ 、 真 性 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ５ ０ の 部 分 を 第 １ 部 分 と し 、 チ ャ ン ネ ル 領 域 （ C） に 位 置
し た 導 電 体 層 １ ７ ０ 、 不 純 物 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ６ ０ 、 真 性 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ５ ０ の 部
分 を 第 ２ 部 分 と し 、 そ の 他 の 領 域 （ B） に 位 置 し た 導 電 体 層 １ ７ ０ 、 不 純 物 非 晶 質 シ リ コ
ン 層 １ ６ ０ 、 真 性 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ５ ０ の 部 分 を 第 ３ 部 分 と す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 以 下 に は こ の よ う な 構 造 を 形 成 す る 順 序 の 第 １ の 例 の 一 例 を 示 し て い る 。 （ １ ） 、 （ ２
） 、 （ ３ ） 、 （ ４ ） の 順 序 で 行 わ れ る 。
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（ １ ） そ の 他 の 領 域 （ B） に 位 置 し た 導 電 体 層 １ ７ ０ 、 不 純 物 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ６ ０ 、
及 び 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ５ ０ の 第 ３ 部 分 を 除 去
（ ２ ） チ ャ ン ネ ル 領 域 に 位 置 し た 感 光 膜 の 第 ２ 部 分 ５ ４ を 除 去
（ ３ ） チ ャ ン ネ ル 領 域 （ C） に 位 置 し た 導 電 体 層 １ ７ ０ 及 び 不 純 物 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ６
０ の 第 ２ 部 分 を 除 去 、 そ し て
（ ４ ） 配 線 領 域 （ A） に 位 置 し た 感 光 膜 の 第 １ 部 分 ５ ２ を 除 去
　 別 の 第 ２ の 例 の 順 序 例 は 次 の 通 り で あ り 、 （ １ ） 、 （ ２ ） 、 （ ３ ） 、 （ ４ ） 、 （ ５ ） 、
（ ６ ） の 順 序 で 行 わ れ る 。
（ １ ） そ の 他 の 領 域 （ B） に 位 置 し た 導 電 体 層 １ ７ ０ の 第 ３ 部 分 を 除 去
（ ２ ） チ ャ ン ネ ル 領 域 （ C） に 位 置 し た 感 光 膜 の 第 ２ 部 分 ５ ４ を 除 去
（ ３ ） そ の 他 の 領 域 （ B） に 位 置 し た 不 純 物 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ６ ０ 及 び 非 晶 質 シ リ コ ン
層 １ ５ ０ の 第 ３ 部 分 を 除 去 、
（ ４ ） チ ャ ン ネ ル 領 域 （ C） に 位 置 し た 導 電 体 層 １ ７ ０ の 第 ２ 部 分 を 除 去
（ ５ ） 配 線 領 域 （ A） に 位 置 し た 感 光 膜 の 第 １ 部 分 ５ ２ を 除 去 、 そ し て
（ ６ ） チ ャ ン ネ ル 領 域 （ C） に 位 置 し た 不 純 物 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ６ ０ の 第 ２ 部 分 を 除 去
　 こ こ で は 第 １ の 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま ず 、 図 １ ７ a及 び 図 １ ７ bに 示 し た よ う に 、 そ の 他 の 領 域 （ B） に 露 出 さ れ て い る 導 電
体 層 １ ７ ０ の 上 部 膜 ７ ０ ２ 及 び 下 部 膜 ７ ０ １ を 湿 式 ま た は 乾 式 エ ッ チ ン グ で 除 去 し て 下 部
の 不 純 物 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ６ ０ の 第 ３ 部 分 を 露 出 さ せ る 。 ア ル ミ ニ ウ ム 系 列 の 導 電 膜 は
主 に 湿 式 エ ッ チ ン グ で 進 め 、 モ リ ブ デ ン 系 列 の 導 電 膜 は 湿 式 及 び 乾 式 エ ッ チ ン グ を 選 択 的
に 進 め る こ と が で き る 。 な お 、 上 部 膜 ７ ０ ２ 及 び 下 部 膜 ７ ０ １ の ３ 層 膜 を 一 つ の 湿 式 エ ッ
チ ン グ 条 件 で パ タ ー ニ ン グ す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 面 符 号 １ ７ ４ は デ ー タ 線 １ ７ １ と ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ が ま だ 連 結 さ れ て い る 状 態 の 導
電 体 で あ る 。 乾 式 エ ッ チ ン グ を 使 用 す る 場 合 に は 感 光 膜 ５ ２ 、 ５ ４ の 上 部 が あ る 程 度 の 厚
さ が 削 ら れ る 事 も あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の 時 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 キ ー １ ７ ８ （ 図 ２ 及 び 図 ８ 参 照 ） を
基 板 １ １ ０ の 外 郭 部 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 １ ８ a及 び 図 １ ８ bに 示 し た よ う に 、 そ の 他 の 領 域 （ B） に 位 置 し た 不 純 物 非 晶 質 シ リ
コ ン 層 １ ６ ０ 及 び そ の 下 部 の 真 性 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ５ ０ の 第 ３ 部 分 を 除 去 す る と と も に
、 チ ャ ン ネ ル 領 域 （ C） の 感 光 膜 の 第 ２ 部 分 ５ ４ を 除 去 し て 、 下 部 の 導 電 体 １ ７ ４ 第 ２ 部
分 を 露 出 さ せ る 。 感 光 膜 の 第 ２ 部 分 ５ ４ の 除 去 は 、 不 純 物 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ６ ０ 及 び 真
性 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ５ ０ の 第 ３ 部 分 の 除 去 と 同 時 に 行 う か あ る い は 別 々 に 行 う 。 チ ャ ン
ネ ル 領 域 （ C） に 残 っ て い る 第 ２ 部 分 ５ ４ の 残 留 物 は ア ッ シ ン グ （ ashing） で 除 去 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 こ の 段 階 で 線 状 真 性 半 導 体 １ ５ １ が 完 成 す る 。 そ し て 図 面 符 号 １ ６ ４ は 、 線 状 抵 抗 性 接
触 部 材 １ ６ １ と 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 １ ６ ５ が ま だ 連 結 さ れ て い る 状 態 の 線 状 の 不 純 物 非 晶
質 シ リ コ ン 層 １ ６ ０ を 指 す も の で 、 以 下 に は （ 線 状 の ） 不 純 物 半 導 体 と い う 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ こ で 、 導 電 体 層 １ ７ ０ の 下 部 膜 ７ ０ １ を 乾 式 エ ッ チ ン グ で パ タ ー ニ ン グ す る 場 合 に 、
そ の 下 部 の 不 純 物 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ６ ０ と 真 性 非 晶 質 シ リ コ ン 層 １ ５ ０ を 連 続 し て 乾 式
エ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 製 造 工 程 を 単 純 化 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 同 一 の
エ ッ チ ン グ チ ャ ン バ ー で 三 つ の 層 ７ ０ １ 、 １ ６ ０ 、 １ ５ ０ に 対 す る 乾 式 エ ッ チ ン グ を 連 続
実 行 す る イ ン シ チ ュ ー （ in-situ） 方 法 で 行 う こ と が で き る が 、 そ う で な い こ と も あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 次 に 、 図 １ ９ a及 び 図 １ ９ bに 示 し た よ う に 、 チ ャ ン ネ ル 領 域 （ C） に 位 置 し た 導 電 体 １
７ ４ 及 び 線 状 の 不 純 物 半 導 体 １ ６ ４ の 第 ２ 部 分 を エ ッ チ ン グ し て 除 去 す る 。 な お 、 残 っ て
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い る 感 光 膜 の 第 １ 部 分 ５ ２ も 除 去 す る 。 こ の 時 、 図 １ ９ bに 示 し た よ う に 、 チ ャ ン ネ ル 領
域 （ C） に 位 置 し た 線 状 真 性 半 導 体 １ ５ １ の 突 出 部 １ ５ ４ の 上 部 が 除 去 さ れ 厚 さ が 薄 く な
る こ と も あ り 、 感 光 膜 の 第 １ 部 分 ５ ２ も こ の 時 あ る 程 度 の 厚 さ が エ ッ チ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ の よ う に し て 、 導 電 体 １ ７ ４ 各 々 が 一 つ の デ ー タ 線 １ ７ １ と 複 数 の ド レ ー ン 電 極 １ ７
５ に 分 離 さ れ な が ら 完 成 し 、 不 純 物 半 導 体 １ ６ ４ 各 々 が 一 つ の 線 状 抵 抗 性 接 触 部 材 １ ６ １
と 複 数 の 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 １ ６ ５ に 分 離 さ れ て 完 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 次 に 、 図 ８ の よ う に 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 色 フ ィ ル タ ー 用 感 光 膜 を 形 成 し 、 基 板 １ １
０ の 色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 キ ー １ ７ ８ 及 び マ ス ク の 整 列 キ ー ５ ５ を 利 用 し て マ ス ク を 整 列 し
た 後 、 マ ス ク を 用 い て 色 フ ィ ル タ ー 用 感 光 膜 を 露 光 し 現 像 し 、 引 続 き 、 他 の 二 つ の 顔 料 を
含 む 色 フ ィ ル タ ー 用 感 光 膜 に 対 し て も 順 に 塗 布 し て 露 光 、 現 像 し て 、 図 ２ ０ a及 び 図 ２ ０ b
の よ う に 、 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bを 順 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 ２ １ a乃 至 図 ２ １ cに 示 し た よ う に 、 保 護 膜 １ ８ ０ を ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ 及 び 赤 、 緑 、
青 の 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bと と も に 写 真 エ ッ チ ン グ し て 複 数 の 接 触 孔
１ ８ １ 、 １ ８ ５ 、 １ ８ ２ を 形 成 す る 。 も ち ろ ん 、 本 実 施 例 で も 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 赤 、
緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bの 上 部 に 保 護 膜 を 形 成 し た 後 で 接 触 孔
１ ８ １ 、 １ ８ ５ 、 １ ８ ２ を 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 最 後 に 、 図 １ １ 乃 至 図 １ ３ に 示 し た よ う に 、 ５ ０ ０ Å 乃 至 １ ， ５ ０ ０ Å 厚 さ の Ｉ Ｚ Ｏ ま
た は Ｉ Ｔ Ｏ 層 を ス パ ッ タ リ ン グ 方 法 で 蒸 着 し 写 真 エ ッ チ ン グ し て 複 数 の 画 素 電 極 １ ９ ０ 及
び 複 数 の 接 触 補 助 部 材 ８ １ 、 ８ ２ を 形 成 す る 。 Ｉ Ｚ Ｏ 層 を 使 用 す る 場 合 の エ ッ チ ン グ は 、
（ HNO3/（ NH4） 2Ce（ NO3） 6/H2O） な ど の ク ロ ム 用 エ ッ チ ン グ 液 を 使 用 す る 湿 式 エ ッ チ ン
グ で あ る の が 好 ま し い が 、 こ の エ ッ チ ン グ 液 は ア ル ミ ニ ウ ム を 腐 蝕 さ せ な い た め 、 デ ー タ
線 １ ７ １ 、 ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ に お け る ア ル ミ ニ ウ ム 導 電 膜 の 腐 食 を 防
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 本 実 施 例 で は 、 デ ー タ 線 １ ７ １ 及 び ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ と そ の 下 部 の 抵 抗 性 接 触 部 材 １
６ １ 、 １ ６ ５ 及 び 半 導 体 １ ５ １ を 一 つ の 写 真 工 程 で 形 成 し て お り 製 造 工 程 を 単 純 化 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 ２ ２ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で
あ る 。 図 ２ ３ は 図 ２ ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の XXIII-XXIII´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 絶 縁 基 板 １ １ ０ 上 に 横 方 向 に ゲ ー ト 線 １ ２ １ が 形 成 さ れ て お り 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ に 突 起
状 で ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ が 連 結 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 線 １ ２ １ の 一 端 部 １ ２ ９ は 外 部 回 路 と の
連 結 の た め に 幅 が 拡 張 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ま た 、 絶 縁 基 板 １ １ ０ 上 に は 、 維 持 電 極 線 １ ３ １ と 維 持 電 極 １ ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
維 持 電 極 線 １ ３ １ は 横 方 向 に の び て お り 、 維 持 電 極 １ ３ ３ は 菱 形 も し く は 長 方 形 を 維 持 電
極 線 １ ３ １ に 対 し て ４ ５ 度 傾 け た 形 態 で 維 持 電 極 線 １ ３ １ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ゲ ー ト 線 １ ２ １ 、 １ ２ ４ 、 １ ２ ９ 及 び 維 持 電 極 配 線 １ ３ １ 、 １ ３ ３ は 、 物 理 、 化 学 的 な
特 性 の 優 れ た Crま た は Mo合 金 な ど か ら な る 第 １ 層 ２ １ １ 、 ２ ４ １ 、 ２ ９ １ 、 ３ １ １ 、 ３ ３
１ と 、 低 抵 抗 の Alま た は Ag合 金 な ど か ら な る 第 ２ 層 ２ １ ２ 、 ２ ４ ２ 、 ２ ９ ２ 、 ３ １ ２ 、 ３
３ ２ の 二 重 層 で 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の ゲ ー ト 配 線 １ ２ １ 、 １ ２ ９ 、 １ ２ ４ 及 び 維 持 電
極 配 線 １ ３ １ 、 １ ３ ３ は 、 必 要 に よ っ て は 単 一 層 あ る い は ３ 重 層 以 上 で 形 成 す る こ と も で
き る 。
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【 ０ １ ０ ０ 】
　 ゲ ー ト 配 線 １ ２ １ 、 １ ２ ４ 、 １ ２ ９ 及 び 維 持 電 極 配 線 １ ３ １ 、 １ ３ ３ の 上 に は ゲ ー ト 絶
縁 膜 １ ４ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ 上 に は 、 非 晶 質 シ リ コ ン な ど の 半 導 体 か ら な る 半 導 体 層 １ ５ １ 、 １
５ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 半 導 体 層 １ ５ １ 、 １ ５ ４ の 上 に は 、 シ リ サ イ ド ま た は n型 不 純 物 が 高 濃 度 に ド ー ピ ン グ
さ れ て い る n+水 素 化 非 晶 質 シ リ コ ン な ど の 物 質 か ら な る 抵 抗 性 接 触 層 １ ６ １ 、 １ ６ ３ 、 １
６ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 抵 抗 性 接 触 層 １ ６ １ 、 １ ６ ３ 、 １ ６ ５ 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ 上 に は デ ー タ 線 １ ７ １ 及
び ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 デ ー タ 線 １ ７ １ は 長 く の び て お り ゲ ー ト 線 １ ２
１ と 交 差 し て 画 素 を 定 義 し 、 デ ー タ 線 １ ７ １ の 分 枝 で あ り 抵 抗 性 接 触 層 １ ６ ３ の 上 部 ま で
延 在 し て い る ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ を 有 す る 。 デ ー タ 線 １ ７ １ の 一 端 部 １ ７ ９ は 外 部 回 路 と の
連 結 の た め に 幅 が 拡 張 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 こ こ で 、 デ ー タ 線 １ ７ １ は 画 素 の 長 さ を 周 期 と し て 繰 返 し 屈 折 さ れ た 部 分 と 縦 に 延 在 し
た 部 分 が 現 れ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 時 、 デ ー タ 線 １ ７ １ の 屈 折 し た 部 分 は 二 つ の
直 線 部 か ら な っ て お り 、 二 つ の 直 線 部 分 の う ち 一 つ は ゲ ー ト 線 １ ２ １ に 対 し て ４ ５ 度 を な
し 、 も う 一 つ は ゲ ー ト 線 １ ２ １ に 対 し て － ４ ５ 度 を な し て い る 。 デ ー タ 線 １ ７ １ の 縦 に 延
在 し た 部 分 に は 、 ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ が 連 結 さ れ て お り 、 こ の 部 分 が ゲ ー ト 線 １ ２ １ 及 び 維
持 電 極 線 １ ３ １ と 交 差 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ の 時 、 デ ー タ 線 １ ７ １ の 屈 折 し た 部 分 と 縦 に 延 在 し た 部 分 と の 長 さ の 比 は １ :１ 乃 至
９ :１ の 間 、 つ ま り 、 デ ー タ 線 １ ７ １ の う ち 屈 折 し た 部 分 が 占 め る 比 率 が ５ ０ ％ か ら ９ ０
％ の 間 で あ る 。 以 上 の よ う に 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と デ ー タ 線 １ ７ １ の 交 差 で な さ れ る 画 素 は
折 り 曲 が っ た 帯 状 で 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 デ ー タ 線 を 屈 折 さ せ て 画 素 を 折 れ た 帯 状 で
形 成 す れ ば 、 隣 接 し た 画 素 間 の 側 方 向 電 界 が ド メ イ ン の 形 成 を 助 け る 方 向 に 作 用 し て ド メ
イ ン が 安 定 し て 形 成 さ れ 、 共 通 電 圧 が 印 加 さ れ る 維 持 電 極 線 を 画 素 電 極 の 切 開 部 に 重 な る
よ う に 配 置 し て フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド を 強 化 す る こ と に よ り 、 画 素 の 開 口 率 を 極 大 化 す る こ
と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ま た 、 ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ は 画 素 電 極 １ ９ ０ と 連 結 さ れ る 部 分 が 長 方 形 に 広 く 拡 張 さ れ
て 維 持 電 極 １ ３ ３ と 重 畳 し て い る 。 こ の よ う に 、 ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ は 、 維 持 電 極 １ ３ ３
と ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ の み を 介 在 し て 重 畳 さ れ る こ と で 保 持 容 量 を 形 成 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 デ ー タ 配 線 １ ７ １ 及 び ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ 上 に は 、 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R
、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bが 順 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 上 部 に は 有 機 絶 縁 膜 か ら な る 保 護 膜 １ ８
０ が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 保 護 膜 １ ８ ０ は 、 感 光 性 有 機 物 質 を 露 光 及 び 現 像 し て 形 成 す
る 。 必 要 に よ っ て は 保 護 膜 １ ８ ０ を 感 光 性 の な い 有 機 物 質 を 塗 布 し て 写 真 エ ッ チ ン グ 工 程
で 形 成 す る こ と も で き る が 、 感 光 性 有 機 物 質 で 保 護 膜 １ ８ ０ を 形 成 す る こ と に 比 べ て 形 成
工 程 が 複 雑 に な る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 保 護 膜 １ ８ ０ に は 、 ド レ ー ン 電 極 を 露 出 す る 接 触 孔 １ ８ ５ bと デ ー タ 線 の 幅 が 拡 張 さ れ
て い る 端 部 １ ７ ９ を 露 出 す る 接 触 孔 １ ８ ２ bと が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ゲ ー ト 線 の 幅 が
拡 張 さ れ て い る 端 部 １ ２ ９ を 露 出 す る 接 触 孔 １ ８ １ bは 保 護 膜 １ ８ ０ と 共 に ゲ ー ト 絶 縁 膜
１ ４ ０ を 貫 通 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ の 時 、 こ れ ら 接 触 孔 １ ８ １ b、 １ ８ ２ b、 １ ８ ５ bの 側 壁 １ ８ １ a、 １ ８ ２ a、 １ ８ ５ aは
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、 基 板 面 に 対 し ３ ０ 度 か ら ８ ５ 度 間 の 緩 慢 な 傾 斜 を 有 し た り あ る い は 階 段 状 の プ ロ フ ァ イ
ル を 有 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ま た 、 こ れ ら 接 触 孔 １ ８ １ b、 １ ８ ２ b、 １ ８ ５ bは 角 の あ る 模 様 で あ っ た り 、 円 形 模 様
な ど 種 々 な 形 態 で 形 成 さ れ る こ と が で き 、 形 状 寸 法 は ２ mm× ６ ０ μ mを 超 え ず 、 ０ ． ５ mm
× １ ５ μ m以 上 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ １ １ １ 】
　 一 方 、 保 護 膜 １ ８ ０ は 窒 化 ケ イ 素 ま た は 酸 化 ケ イ 素 な ど の 無 機 絶 縁 物 質 で 形 成 す る こ と
も で き る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 保 護 膜 １ ８ ０ 上 に は 接 触 孔 １ ８ ５ bを 通 じ て ド レ ー ン 電 極 １ ７ ５ と 連 結 さ れ て お り 、 画
素 形 状 に 沿 っ て 折 り 曲 が っ た 帯 状 に 画 素 電 極 １ ９ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 時 、 画 素 電 極
１ ９ ０ は 周 縁 が デ ー タ 線 と 重 畳 す る く ら い に 広 く 形 成 さ れ て お り 最 大 限 の 開 口 率 を 確 保 し
て い る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ま た 、 保 護 膜 １ ８ ０ 上 に は 、 接 触 孔 １ ８ １ b、 １ ８ ２ bを 通 じ て ゲ ー ト 線 の 端 部 １ ２ ９ と
デ ー タ 線 の 端 部 １ ７ ９ と 各 々 連 結 さ れ て い る 接 触 補 助 部 材 ８ １ 、 ８ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
こ こ で 、 画 素 電 極 １ ９ ０ 及 び 接 触 補 助 部 材 ８ １ 、 ８ ２ は Ｉ Ｔ Ｏ ま た は Ｉ Ｚ Ｏ か ら な っ て い
る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 こ の よ う な 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 は 第 １ 実 施 例 と 同 一 で あ り
、 デ ー タ 線 １ ７ １ と 同 一 の 層 で 色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 キ ー １ ７ ８ （ 図 ８ 参 照 ） を 形 成 し た 後
、 こ れ を 基 準 と し て 赤 、 緑 、 青 の 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ Bを 形 成 し て 整
列 誤 差 を 最 少 化 す る こ と が で き 、 デ ー タ 線 １ ７ １ の 幅 を 最 適 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 し ま し た が 、 本 発 明 の 権 利 範
囲 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 請 求 の 範 囲 で 定 義 し て い る 本 発 明 の 基 本 概 念 を 利 用
し た 当 業 者 の 様 々 な 変 形 及 び 改 良 形 態 も ま た 本 発 明 の 権 利 範 囲 に 属 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 製 造 す る た め の
基 板 に お け る 領 域 を 区 分 し て 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 一 つ の パ ネ ル 領 域 に 形 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の
配 置 の 概 略 的 な 配 置 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 構 造 を 示 し た
配 置 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の IV-IV´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ａ 】 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 本 発 明 の 実 施 例 に よ っ て 製 造 す
る 中 間 過 程 に お け る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で あ る 。
【 図 ５ ｂ 】 図 ５ aの 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の VＢ -VＢ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ａ 】 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 本 発 明 の 実 施 例 に よ っ て 製 造 す
る 中 間 過 程 に お け る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で あ る 。
【 図 ６ ｂ 】 図 ６ aの 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の VIＢ -VIＢ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 ５ b
に 続 く 工 程 を 示 す 。
【 図 ７ ａ 】 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 本 発 明 の 実 施 例 に よ っ て 製 造 す
る 中 間 過 程 に お け る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で あ る 。
【 図 ７ ｂ 】 図 ７ aの VIIＢ -VIIＢ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 ６ bに 続 く 工 程 を 示 す 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 製 造 方 法 に お い て 色 フ ィ ル タ ー
形 成 時 の 基 板 の 色 フ ィ ル タ ー 用 整 列 キ ー 及 び 色 フ ィ ル タ ー 用 マ ス ク の 整 列 キ ー の 整 列 配 置
を 示 し た 配 置 図 で あ る 。
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【 図 ９ ａ 】 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 本 発 明 の 実 施 例 に よ っ て 製 造 す
る 中 間 過 程 に お け る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で あ る 。
【 図 ９ ｂ 】 図 ９ aの IXＢ -IXＢ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 ７ bに 続 く 工 程 を 示 す 。
【 図 １ ０ ａ 】 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 本 発 明 の 実 施 例 に よ っ て 製 造
す る 中 間 過 程 に お け る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で あ る 。
【 図 １ ０ ｂ 】 図 １ ０ aの XＢ -XＢ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 ９ bに 続 く 工 程 を 示 す 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で
あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の XII-XII´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の XIII-XIII´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ ａ 】 図 １ １ 乃 至 図 １ ３ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 を 本 発 明 の 実 施 例 に よ っ て 製 造
す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で あ る 。
【 図 １ ４ ｂ 】 図 １ ４ aの XIVＢ -XIVＢ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ ｃ 】 図 １ ４ aの XIVＣ -XIVＣ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ ａ 】 図 １ ４ aの XIVＢ -XIVＢ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 １ ４ b及 び 図 １ ４ cに 続 く
工 程 を 示 す 。
【 図 １ ５ ｂ 】 図 １ ４ aの XIVＣ -XIVＣ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 １ ４ b及 び 図 １ ４ cに 続 く
工 程 を 示 す 。
【 図 １ ６ ａ 】 図 １ ５ a及 び 図 １ ５ bに 続 く 工 程 に お け る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で
あ る 。
【 図 １ ６ ｂ 】 図 １ ６ aの XVIＢ -XVIＢ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ ｃ 】 図 １ ６ aの XVIＣ -XVIＣ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ ａ 】 図 １ ６ aの XVIＢ -XVIＢ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 １ ６ bに 続 く 工 程 を 工 程
順 で 示 し た も の で あ る 。
【 図 １ ７ ｂ 】 図 １ ６ aの XVIＣ -XVIＣ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 １ ６ cに 続 く 工 程 を 工 程
順 で 示 し た も の で あ る 。
【 図 １ ８ ａ 】 図 １ ６ aの XVIＢ -XVIＢ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 １ ６ bに 続 く 工 程 を 工 程
順 で 示 し た も の で あ る 。
【 図 １ ８ ｂ 】 図 １ ６ aの XVIＣ -XVIＣ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 １ ６ cに 続 く 工 程 を 工 程
順 で 示 し た も の で あ る 。
【 図 １ ９ ａ 】 図 １ ６ aの XVIＢ -XVIＢ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 １ ６ bに 続 く 工 程 を 工 程
順 で 示 し た も の で あ る 。
【 図 １ ９ ｂ 】 図 １ ６ aの XVIＣ -XVIＣ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 １ ６ cに 続 く 工 程 を 工 程
順 で 示 し た も の で あ る 。
【 図 ２ ０ ａ 】 図 １ ９ a及 び 図 １ ９ bに 続 く 工 程 に お け る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で
あ る 。
【 図 ２ ０ ｂ 】 各 々 図 ２ ０ aの XXＢ -XXＢ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ ｃ 】 各 々 図 ２ ０ aの XXＣ -XXＣ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ ａ 】 図 ２ ０ a乃 至 図 ２ ０ cに 続 く 工 程 に お け る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で
あ る 。
【 図 ２ １ ｂ 】 図 ２ １ aの 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の XXIＢ -XXIＢ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ ｃ 】 図 ２ １ aの 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の XXIＣ -XXIＣ ´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 配 置 図 で
あ る 。
【 図 ２ ３ 】 図 ２ ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の XXIII-XXIII´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ ７ 】
５ ２ 、 ５ ４ 　 感 光 膜
１ ０ ０ 、 ２ ０ ０ 　 表 示 板
１ １ ０ 　 絶 縁 基 板
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１ ２ １ 　 ゲ ー ト 線
１ ２ ４ 　 ゲ ー ト 電 極
１ ４ ０ 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜
１ ７ １ 　 デ ー タ 線
１ ７ ３ 　 ソ ー ス 電 極
１ ７ ５ 　 ド レ ー ン 電 極
１ ７ ８ 　 整 列 キ ー
１ ６ １ 、 １ ６ ５ 　 抵 抗 性 接 触 部 材
１ ９ ０ 　 画 素 電 極
２ ７ ０ 　 共 通 電 極
３ ０ ０ 　 液 晶 層
８ ０ １ 　 第 １ 保 護 膜
８ ０ ２ 　 第 ２ 保 護 膜
２ ３ ０ R、 ２ ３ ０ G、 ２ ３ ０ B　 色 フ ィ ル タ ー
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ ａ 】 【 図 ５ ｂ 】
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【 図 ６ ａ 】 【 図 ６ ｂ 】

【 図 ７ ａ 】 【 図 ７ ｂ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ ａ 】

【 図 ９ ｂ 】 【 図 １ ０ ａ 】
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